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＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書 

①第三者評価機関名 

株式会社フィールズ 

 

②施設・事業所情報 

名称：グローバルキッズ白楽園 種別：認可保育所 

代表者氏名：梶原 直意 定員（利用人数）：定員 60名  

        （利用者 61名） 

所在地：〒221-0802 横浜市神奈川区六角橋2-9-16                         

TEL：045-481-0505 

ホームページ：http://gkids.co.jp/facilities/nursery_032.html 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日：2012年4月1日 

 経営法人・設置主体（法人名等）： 

 職員数 常勤職員： 15名 非常勤職員： 9名 

 専門職員 （専門職の名称）     名  

園長     1名 保育士   12名 

栄養士    2名  

 施設・設

備の概要 

（居室数）クラス室：７、厨房：１、事務室：１、休憩室：１ 

（設備等）２階テラス、園庭 

 

③理念・基本方針 

企業理念: 子どもたちの未来のために    

 

保育理念： 豊かに生きる力を育てる     

 

保育目標：  

1.お互いの気持ちを理解し合い、思いやりを持って接することができる子ども 

2.人との交流の中で愛情を育み、生きる力を身に着ける子ども 

3.何事にも一生懸命挑戦する子ども 

 

④施設・事業所の特徴的な取組 

保育方針： 

1.子供が挑戦したいと思える環境作り、結果ではなく経過を大切にひとり一人を認めて

いく 

2.ひとり一人の気持ちを認めることで、自身へと繋げ、自己肯定感を育む 

 

保育方針をもとに保育士ひとり一人がどのような保育、関わりが必要かを模索し、保育

を考え「子どもありきの保育」を構築していくことを取り組みのひとつとしている。 

 

私たちが大切にしていることとして、「人として尊ぶ」「心の育ち」「保育のプロとし

て」「環境」「今を楽しむ」があります。 

 



 

⑤第三者評価の受審状況 

 評価実施期間 

 

 令和2年6月18日（契約日） ～ 

令和3年4月5日（評価結果確定日） 

 受審回数（前回の受審時期）       3回（平成29年度） 

 

⑥総評 

◇特に評価の高い点 

1)恵まれた保育環境を活かし、子どもが体験から大きく成長しています 

園内は、どの保育室も明るく清潔で子どもたちの年齢にふさわしい環境となっています。

木の素材感を重視しながら白い壁に子どもの作品や制作を飾り、整理棚を整え、年齢が

上がり遊びが変化するにつれ棚を移動して仕切ってコーナーを作っています。作品を天

井から吊るし、揺れで視覚的な空間を意識し、見ても触れても楽しめる玩具を揃え、ど

のクラスも多くの体験と遊びを通して子どもの発達を促す環境となっています。 

天気のいい日は毎日公園に出かけ、園庭での砂遊び、夏はプールと体力作りに積極的で

す。専門講師による英語遊びは幼児にとって何より楽しい時間となっています。 

 

２)保護者の意向を受けとめ、常に寄り添った支援をしています 

保護者が安心して子育てできるよう、仕事と子育ての両立を支援するために園は可能な

限り柔軟なサービスを提供しています。急な残業等での降園時間の変更にも対応してい

ます。 

日々の活動を知らせるウェブを活用した連絡ノートは、災害発生時や緊急時に子どもの

安全を保護者に知らせることが可能で安心に繋がっています。個別面談、運営委員会、

行事後アンケートなど様々な経路から意向を収集しその内容を園運営に活かしていま

す。 

 

３)子どもが地域を知り人々と交流する機会を持っています 

地域に信頼される園をめざし幅広い実践をしています。月１回の地域ケアプラザの子育

て支援事業「子育て広場」に職員が出向き相談を受けています。 

今年は多くの企画がコロナ感染症防止のために中止となりましたが、例年では、老人会

との七夕飾り、クリスマスツリーの装飾、ハロウィンなどを通じて子どもたちが交流し

ています。地域全体の取り組みであるキャンドルナイトにも参加しました。 

 

◇改善を求められる点 

1)園運営に職員が参加し保育の楽しさを園全体で共有すること 

園運営に職員が主体的に参加し保育の楽しさを共感したいと考え、園長は個別面談を通

し保育について話し合っています。面談では各自がやりたい保育とその理由や根拠も明

確にしながら、後押しして意欲を高めたいと考えています。 

クラス内だけでなく園全体の情報共有と意見交換に時間を取り、協働することを大切に

する職員集団をめざしています。共に学ぶ姿勢を育て、風通しの良い職場で新しいアイ

デアを取りこむことで保育の充実をめざしており、今後が期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 



 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

今回の結果内容を受けて地域に信頼される保育園運営を更に意識し、職員一人ひとりが

参加できる主体的運営に力を入れていきたい。 

また、子ども達が安心、安全にそして職員と共に成長していけるのびのびとした環境設

定や活動内容の見直しなども全体で意見を出し合い、風通しのよい充実した保育園運営

も明確な目標として掲げていきたいと思う。 

 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙２のとおり 


